
 

いい 熱力学 n ば p。
-

キーワード サイクル 、 球醤 fs ITE は

州
の ような 断熱材 で できた 容器 と ピストンを Wth

用意する 。 容器 と ピストン で 囲われた部分は

なめらかに 重水が 、 気体の 出入り はない とする。
ビス TTT.es

トン の 質量 をM と する 容器 の 店には、

容器円 g

の 気体 を あたためたり 、
冷やしたり できる 装置でいて

い 容器 内の 圧力を P
、
断面積 を Sとする 。

いて 、
これを 用いて 左思を 出し入れ することで気体に

仕事をさせる。
ピストン の運動は全て 十分 に 行われるとする 。 RB と なった とき

、 ピストン に上昇 し始めた
。

初め 、
容器 内 の 圧力 は R

、
底から ピストンまでの高、呿

Rを 求めの

であった。 この状態 で 質量 m 、 物体 を 乗せ 、 気体

を あたためる。



 

(3) 高さが h 、
と なった ところ で 気体 を 冷やすの を

い thED やめた 。 すると 最初の状態に戻った 。 この 1サイクル
isn

の P- 0 グラフを かけ 。

ftp.tefs Hg に 1サイクルで 外に 取り出せた 仕事は いくら か?

^ R
,
R .
S
.
h
. .
h を 用いて 表せ 。○た ド が

、鱲:鱭簗体 の 位置なげー の変化

𨷻
EEE}

に 最高点たまで 達したところで mを

取り除き 、 気体を 冷やした 。 FR となった

ところで ピストンが下がり 始め
た

。 P 、を

求めた。



 

D 今度は 気体 に仕事をさせて 一 管1 の 位置から
、 ast

管 2 の 位置 まで 水を 持ち上げ させる
。 最初は 固定具 p 。

竹
図 の よう に 一 高さ ha の ところに 質量M の ピストンが 、 官 2

④ we
あり 、

シリンダー の 下部 の 気体の 圧力 は Pa と する 。 八
-

ここ に 管 1 から 密度 e 、
水を h の 高さ分乗せる

。

督で慧思蝱した鬱鬱ンで「功 が t.ie:2い

い) B を 求めよ 。 ただし 、 ピストン と シリンダー の
V

inds M

まで は なく
. 水 も 下 へ 抜ける こと はない 。

人

(2) ピストン の 高さが ちょうど た と なった ところで
ha | Pa

気体の圧力 が Pa と なった 。 Pa を求める v

py



 

③ そこ から ゆっくり 冷やし .
ピストン の 高さ が ha と

なった ところ で 冷却 を やめ た 。 ここ までの サイクル を RV
グラフ に かけ。

④
1 サイクル で 外 に とり 出せている 仕事 をPa.Pb.S.h.hrで 表せ。

(5) 前 問 の 結果が 水 の 位置エネルギー の 変化 に

等しい こと を 示せ。


